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平成25年11月末現在の
人口の動き

●人口　 14,268人（前月比−11人）	 男 7,111人（−18人）	 ●外国人人口 73人（前月比−4人）男 33人（−4人）女 40人（±0人）
　（外国籍除く） 　（前年比−18人）	女 7,157人（＋7人）	 ●世帯数 4,404世帯（外国人のみの世帯含む）

January  No.4511広報せいろう
2014

　お正月といえばかるた遊び。写真は平成25年12月に
撮影した蓮潟こども園でのかるた遊びの様子です。
　見事にかるたを取ったのは坂上りょうたくん（写真前
中央）。
　今年 4 月に小学 1 年生となる坂上くんは、「歩いて学
校に行くのをがんばる」と今年の目標を話してくれまし
た。
　皆さんの今年の目標は何ですか？
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へ
の
支
援
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
開
設
に

よ
り
根
本
的
な
待
機
解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
時
に
い
ち
早
く
避
難
な
ど
の
適
切
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
新
し
い
聖
籠
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
防
災
計
画
を
近
年
の
異
常
豪
雨
や
、
原
発

事
故
を
想
定
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
な
ど
、
国
や
県
の
指

針
を
踏
ま
え
て
一
新
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
れ

る
よ
う
、
今
年
度
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
平
成
24
年
末
に
安
倍
政
権
が
発

足
後
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
も
あ
り
、
日

本
銀
行
の
発
表
に
よ
る
と
景
気
が
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
昨
年
中

に
企
業
の
約
８
割
が
賃
金
を
引
き
上
げ
、
景
気
の
回
復
が

数
字
に
表
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

加
え
て
、
昨
年
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
由
民

主
党
が
第
１
党
に
な
り
、
衆
参
の
ね
じ
れ
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
政
権
運
営
が
安
定
し
、
安
倍

政
権
の
成
長
戦
略
が
加
速
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
景
気
の
回
復
が
地
方

に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
景
気
が
回
復
し
た
こ
と
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
地
方
経
済
の
建
て
直
し
戦
略
を
政
府
に
は
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、農
林
水
産
省
が
約
半
世
紀
続
い
た
減
反
政
策
を
、

５
年
後
を
め
ど
に
廃
止
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
大
転
換
期
を
迎
え
た
農
政
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方

と
あ
い
ま
っ
て
農
家
の
皆
さ
ま
は
今
後
の
農
業
経
営
に
大

き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
と
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
農
家
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
策
が
示
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
動
向
に
は
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
外
で
は
、11
月
に
発
生
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
で
、

多
く
の
死
者
や
行
方
不
明
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災

害
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
明
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
２
年
９
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
改
め
て
災
害
の
恐

ろ
し
さ
、
日
ご
ろ
の
備
え
の
大
事
さ
を
私
た
ち
に
教
示
す

る
出
来
事
で
し
た
。
近
年
は
異
常
と
も
思
え
る
よ
う
な
豪

雨
も
頻
発
し
て
お
り
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
」
へ

の
参
加
に
加
え
、
今
年
配
布
予
定
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、日
頃
か
ら
の「
備
え
」を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
町
と
し
て
も
、
防
災
分
野

に
限
ら
ず
、
常
に
起
こ
り
う
る
こ
と
を
考
え
、「
備
え
る
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
「
町
民
対
話
」
を
基
本
と
し
、「
つ
ね
に
町
民

と
あ
ゆ
む
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
職
員
と
も

ど
も
町
政
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
限
り
な
い
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
を
迎
え
て

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
６
月
、
待
望
の
新
町
立
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
こ
の
図
書
館
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
独
立
図

書
館
へ
の
要
望
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
設
計
画

を
進
め
、
昨
年
６
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
現
在
は
鉄
骨
の

建
て
方
を
終
え
、
屋
根
工
事
、
外
周
の
工
事
に
入
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
新
図
書
館
が
、
町
の
文
化
・
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
り
、「
だ
れ
も
が
学
び
、
培
い
、
集
い
、
情
報
を
活
用

で
き
る
、
暮
ら
し
の
な
か
の
図
書
館
」
と
し
て
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
同
じ
く
今
年
６
月
に
亀
代
地
区
に
新
た
な
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
民
間
事
業
者
に
よ
り
開
設
さ
れ
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
併
設
し
た
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
と
し
て
開
設
す
る
予
定
で
す
。
町
で
は
、
入
所
待
機
者

聖
籠
町
長　

渡

 

廣
吉

「
午
」年

う
ま

　

２
０
１
４
年
は
午
年
で
す
。

　

馬
は
、
人
間
と
意
思
の
通
う
家
畜
と
し
て
、
昔
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
最
近
は
、
馬
を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
飼
わ
れ
て
い
る
馬
の
う
ち
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
乗
馬
用
で
、
農
耕
馬
は
少
数
派
と
の

こ
と
。

　

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始
め
た
の
は
、
牛

よ
り
も
遅
く
、
紀
元
前
４
千
年
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
馬
の
埴
輪
も
出
土
し

て
い
ま
す
。
万
葉
集
に
も
、
馬
を
詠
ん
だ
歌
が
多
数

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
運
搬
用
、
農
耕
用
、

乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
や
狩
猟
に
も
馬
は
登
場

し
ま
す
。

　

馬
と
聞
く
と
競
走
馬
を
連
想
さ
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
馬
同
士
を
競
わ
せ
る
行
事
は
走は

し
り
う
ま馬
、
競き

そ
い

馬う
ま

な
ど
と
い
っ
て
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

現
代
で
は
、
競
走
馬
と
い
え
ば
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
。

よ
り
速
く
走
れ
る
よ
う
に
と
、
品
種
改
良
を
重
ね
て

つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
馬
で
す
。
広
い
胸
幅
、
よ
り
発

達
し
た
後こ

う

躯く

、
４
０
０
キ
ロ
を
超
す
体
を
支
え
る
細

い
脚あ

し

。
た
て
が
み
を
な
び
か
せ
て
走
る
姿
は
、「
走

る
芸
術
品
」
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
ほ
れ
ぼ
れ

と
す
る
美
し
さ
で
す
。

　

こ
う
し
た
馬
と
の
密
接
な
間
柄
を
反
映
し
て
、
馬

に
つ
い
て
の
こ
と
わ
ざ
や
漢
字
は
豊
富
で
す
。

　
「
人
に
添
う
て
み
よ
、
馬
に
は
乗
っ
て
み
よ
」。
人

と
は
、
付
き
合
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ
と

は
分
か
ら
な
い
も
の
で
、外
見
だ
け
で
、そ
の
人（
馬
）

の
こ
と
を
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
た
と
え
で

す
。
人
と
は
生
活
を
一
緒
に
し
た
り
、
仕
事
を
し
た

り
し
て
は
じ
め
て
、
相
手
の
性
格
や
自
分
と
の
相
性

な
ど
が
分
か
り
、
ま
た
、
馬
に
は
、
乗
っ
て
み
な
い

と
、
そ
の
馬
の
癖
や
、
乗
り
心
地
な
ど
も
分
か
ら
な

い
。
何
事
も
、
経
験
し
て
み
な
い
と
本
当
の
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
ろ
、
と
い
う
教

え
で
す
。

　
「
生
馬
の
目
を
抜
く
」
と
は
、
す
ば
し
っ
こ
く
人

を
出
し
抜
き
、
抜
け
目
が
な
く
て
油
断
で
き
な
い
さ

ま
の
た
と
え
。

　
「
馬
の
耳
に
念
仏
」
は
人
の
意
見
や
忠
告
に
耳
を

貸
そ
う
と
せ
ず
、
少
し
も
効
果
が
な
い
こ
と
。「
馬

耳
東
風
」
も
同
じ
で
す
。

　
「
馬
が
は
ね
る
と
雨
に
な
る
」
と
い
う
地
域
が
あ

る
か
と
思
え
ば
、「
雨
に
な
る
」
の
で
は
な
く
、「
晴

れ
る
」
と
、反
対
の
意
味
を
い
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。

馬
と
人
間
と
の
関
係
、
そ
の
地
域
の
気
候
条
件
な
ど

の
違
い
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

馬
偏
の
つ
く
文
字
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
駅
、

駐
車
場
な
ど
は
現
代
で
も
重
要
な
交
通
用
語
で
す
。

か
つ
て
馬
が
活
躍
し
た
時
代
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
「
驚
」
は
、馬
が
前
足
を
上
げ
て
、後
ろ
足
で
立
ち
、

上
向
く
意
味
で
、
驚
い
た
と
き
に
こ
の
よ
う
な
姿
勢

に
な
り
ま
す
。「
騒
」
は
馬
が
た
く
さ
ん
寄
り
集
ま

る
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
騒
が
し
い
」
の
意
味
に
な
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
初
も
う
で
や
合
格
祈
願
に
奉
納
す
る

絵
馬
は
、
も
と
は
神
社
や
寺
に
馬
を
奉
納
す
る
代
わ

り
に
、
馬
の
絵
を
描
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
午
年
の
今
年
も
ま
た
、
神
社
に
は
た
く
さ
ん

の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
馬
力
ア
ッ
プ
で
大
い
に
頑
張
り
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
、
馬
耳
東
風
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り

い
き
ま
す
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ウ
マ
く
乗
り
切
り

た
い
も
の
で
す
。

▲ 建設中の町立新図書館（イメージ）
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11
月
29
日
（
金
）、
町
文
化
会
館

を
会
場
に
第
27
回
目
と
な
る
聖
籠
町

長
寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
で

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
各

集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範
的
な

活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た

め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を
た

た
え
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
金
婚
式（
結

婚
し
て
50
年
目
の
お
祝
い
）
を
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
か

ら
色
紙
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
、
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
詐
欺
被
害
防
止
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
弁
護
士
と
消
費
生

活
相
談
員
な
ど
に
よ
る
楽
し
い
寸
劇

と
分
か
り
や
す
い
講
演
で
、
会
場
は

「
財
布
を
ま
も
る
」
意
識
が
高
ま
っ

た
様
子
で
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
氏
名
は
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。
戸
籍
の
掲
載
内
容
と
多

少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

聖籠町長寿文化研修会開催

被表彰者名 所属会名（行政区）
佐　藤　　　清 鶴 寿 会（真　野）

井　上　英　子 長 寿 会（二本松）

岡　部　久　子 千 歳 会（蓮　野）

武　田　アイ子 桜 美 会（別　條）

本　間　京　子 長 生 会（藤　寄）

小　野　和　雄 浦 島 の 会（蓮　潟）

堀　　　町　子 はまなす会（網代浜）

堀　　　秀　子 はまなす会（網代浜）

被表彰者名 所属会名（行政区）
渡　辺　セツ子 はまなす会（網代浜）

小　林　ハツ子 鶴 亀 会（亀　塚）

高　松　スズ子 鶴 亀 会（亀　塚）

高　松　チヨミ 鶴 亀 会（亀　塚）

瀬　賀　　　秀 つ く し 会（次第浜）

佐　藤　悦　子 つ く し 会（次第浜）

鈴　木　ハルノ つ く し 会（次第浜）

●役職（単位老人クラブの役職として５年以上）により表彰された方� （敬称略）

▲役職表彰を代表受理される蓮野の岡部 久子 様（右側）▲模範者として表彰を代表受理される山大夫の中村 義人 様（右側）

仲間づくり、生きがいづくり、健康づくりで生活を豊かにする楽しいクラブ活動を
知識や経験を生かし、地域を豊かにする社会活動に取り組もう

明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努めよう

大会スローガン
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被表彰者名 所属会名（行政区）
富　樫　トミイ 鶴 寿 会（真　野）

斉　藤　サキイ 寿　　　会（山　倉）

中　村　義　人 新 生 会（山大夫）

佐　藤　フ　サ 長 寿 会（二本松）

川　崎　ト　ラ 千 歳 会（蓮　野）

小　川　マ　キ 桜 美 会（別　條）

遠　藤　ハル子 長 生 会（藤　寄）

此　村　タマエ 旭　　　会（旭ヶ丘）

被表彰者名 所属会名（行政区）
神　田　ヨ　ネ 浦 島 の 会（蓮　潟）

北　見　一　子 はまなす会（網代浜）

高　橋　ミアゲ はまなす会（網代浜）

高　橋　一　彦 はまなす会（網代浜）

伊　藤　文　一 つ く し 会（次第浜）

渡　辺　ハルエ つ く し 会（次第浜）

宮　下　勝　彦 つ く し 会（次第浜）

●模範者（単位老人クラブの会員として10年以上率先して活動）として表彰された方�（敬称略）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
川瀬　　昭・光江 新 生 会（山大夫）

高 松 岩 顕 ・ 美 智 なかよし会（正　庵）

斉藤熊次郎・キン 喜 楽 会（杉谷内）

武 田 　 健 ・ ツ イ 桜 美 会（別　條）

幾野一郎・ミユキ 寿 生 会（大夫興野）

広瀬吉夫・チエ子 旭　　　会（旭ヶ丘）

阿 部 建 二 ・ ヤ ス 浦 島 の 会（蓮　潟）

高 橋 昭 夫 ・ ア サ 浦 島 の 会（蓮　潟）

本間寅勝・キヨイ はまなす会（網代浜）

宮沢豊次・クミ子 はまなす会（網代浜）

堀 　 武 ・ 町 子 はまなす会（網代浜）

渡辺義友・ハルイ はまなす会（網代浜）

中 山 　 栄 ・ キ ノ はまなす会（網代浜）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
高 崎 良 治 ・ 敬 子 鶴 亀 会（亀　塚）

小林克己・セツ子 鶴 亀 会（亀　塚）

小 林 周 助 ・ 勝 子 鶴 亀 会（亀　塚）

島 村 一 男 ・ 智 子 鶴 亀 会（亀　塚）

高 松 勝 利 ・ ツ キ 鶴 亀 会（亀　塚）

松田与四昭・恵子 鶴 亀 会（亀　塚）

渡辺佐吾郎・イシノ つ く し 会（次第浜）

中川初盛・カツエ つ く し 会（次第浜）

高橋友市・キミイ つ く し 会（次第浜）

高橋　保・イチエ つ く し 会（次第浜）

宮 下 勝 一 ・ 芳 子 つ く し 会（次第浜）

平野重之・クニ子 つ く し 会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦� （敬称略）

▲佐藤克哉、堀田伸吾両弁護士による高齢者を狙う悪質な詐欺の被
害を防ぐ講演もありました。（写真は堀田弁護士）

▲金婚夫婦代表、堀 武 様、町子 様（右側２名）
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町の交通事故発生状況
区分

年
11月 1月〜 11月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成25年 3 0 3 40 2 45
平成24年 8 0 9 46 0 60
増　減 -5 0 -6 - 6 +2 - 15

新年をやさしさと笑顔のあふれるあなたの運転で

お迎えください。

交通安全メッセージ

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.140

今日も一日交通安全
新発田地区交通安全協会

聖籠支部長

曽
そ ね

根  剛
つよし

  さん

飲酒運転撲滅・冬の交通事故防止運動

　新発田地区交通安全協会聖籠支部では、毎月10日
と20日に児童・生徒への街頭指導を行い、秋には聖
海荘で高齢者交通安全教室などを開催しています。
　また、毎年春には新入学児童へ黄色いランドセル
カバーを贈呈するなど、町の交通安全啓発活動に多
大な貢献をされています。

　平成 25 年 12 月 13 日（金）午後 7 時半から、町交通安全指導員・新発田地区交通安全協会聖籠支部・新
発田警察署・聖籠交番の協力のもと、飲酒運転撲滅のための啓発活動として町内飲食店を巡回しました。
　また、同月 16 日（月）には、町内酒類販売店へ飲酒運転撲滅を目指して啓発用品を配布し、大夫交差点
で交通事故防止を呼びかける街頭指導を行いました。
　冬は降雪によって道路状況が悪化します。スピードを落とし、車間距離を十分とって運転しましょう。

マナーアップ聖籠！！

　飲酒運転撲滅のため、町内

飲食店に、このトイレットペ

ーパーを配布しました。

　どこに置いてあるか、

店内を探してみて下さい。

12/16 酒類販売店訪問の様子

12/13 飲食店訪問の様子 12/16 大夫交差点での街頭指導
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東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地または土地を所有す
る企業により構成されている協議会で、行政機関と立地企
業間の連絡調整や、企業間の情
報交換を行うことで技術の研鑽

さん

および親睦を図り、行政機関・
企業の事業展開を支援するとと
もに、地域の福祉と文化の向上
に資するため活動しています。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）☎27−2111（内線242）

vol.38
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

株式会社北伸建設 北越紀州製紙株式会社
新潟工場

所在地：聖籠町東港7丁目5989番地16
  ☎  ：０２５－２５６－３７０１
FAX：０２５－２５６－３７０２

　当社は平成 11 年に、土木工事業を扱う企業として

創業いたしました。

　住む人々と自然との調和を第一に考え、安全に作業

をしております。

　小規模な会社ではありますが、仕事に誇りを持ち、

より良い町づくりにお役に立てるよう技術の向上に社

員一同日々努力をしております。

所在地：新潟市東区榎町57
  ☎  ：０２５－２７３－１１４１
FAX：０２５－２７１－１７９６
HPアドレス：http://www.hokuetsu-kishu.jp/

　当社は、明治 40 年に新潟県長岡市で創業し、100
年以上にわたり一貫して「心を込めた紙づくり」を通
して企業の発展と社会への貢献を追及してまいりまし
た。新潟工場では書籍、カタログ、チラシなどに使わ
れる洋紙、日用品や化粧品、お菓子の箱などに使われ
る白板紙など皆さまの日常生活に欠かせない「紙」を
製造し、国内外に販売しております。またクリーンエ
ネルギーの活用によるＣＯ２排出量の低減など、環境
対策も積極的に進めております。
　東港は当社の生産・販売の要となる拠点です。東港
で紙の原料となる海外で植林した木材チップを輸入、
貯蔵し、工場へ安定供給しており、また製品を海外に
輸出しております。
　今後も地域の皆さまからのご理解・ご協力をいただ
きながら、環境にやさしい高品質な製品を提供してま
いります。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

11
月
22
日
（
金
）

■
第
３
回
国
際
交
流
検
討

　
委
員
会
開
催

　

町
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
聖
籠
町
国
際
交
流
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
今
後

の
国
際
交
流
の
目
的
と
手
法
、
交
流

の
内
容
や
交
流
の
相
手
方
に
つ
い
て

の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
13
日
（
金
）

■
第
４
回
国
際
交
流
検
討

　
委
員
会
開
催

　

第
４
回
と
な
る
こ
の
日
は
国
際
交

流
の
相
手
方
に
つ
い
て
、
集
中
的
に

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
１

月
31
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
会
議

は
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

12
月
8
日
（
日
）

■
食
文
化
交
流
会
開
催

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
総
勢
25
人
が
参
加
し

「
食
文
化
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
民
参
加
者
や
中
国
黒
龍
江
省
か

ら
新
潟
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る

留
学
生
の
皆
さ
ま
が
４
班
に
分
か
れ

て
餃
子
を
手
作
り
し
た
こ
の
交
流

会
。
１
時
間
半
ほ
ど
の
調
理
で
出
来

上
が
っ
た
餃
子
を
食
べ
ま
し
た
。
餃

子
以
外
の
料
理
も
並
び
、
参
加
者
の

皆
さ
ま
は
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
食
文

化
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
体
験
し
、

良
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

■
行
政
改
革
基
本
方
針
の
見
直
し
お

よ
び
平
成
25
年
度
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

第
４
次
行
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、

当
初
よ
り
状
況
の
変
化
な
ど
が
あ
っ

た
た
め
、
見
直
し
を
行
い
、
整
合
性

の
と
れ
た
基
本
方
針
（
実
施
計
画
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
を
も
と
に
平
成
25
年
度

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
総
務
課
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会

11
月
25
日
（
月
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
22
期

　
第
９
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

　

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

11
月
25
日
（
月
）

■
第
11
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　
定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
育
英
資
金
の
返
還
猶
予
に

つ
い
て

　

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

保
健
福
祉
課

11
月
15
日
（
金
）

■
第
1
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

　
推
進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く
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委嘱された民生委員・児童委員の皆さん

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

む
し
歯
予
防
（
フ
ッ
化
物
利
用
事

業
）、
食
育
推
進
活
動
や
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は

貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
18
日
（
水
）

■
聖
籠
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
辞
令
交
付
式
及
び
退
任
式

　

３
年
任
期
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
新
任
者
６

名
な
ら
び
に
再
任
者
17
名
の
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
１

人
ひ
と
り
に
交
付
さ
れ
、
県
知
事
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
３
年
間
の
任
期
中
、
地
域

の
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
元
気
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
４

名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご

労
苦
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
が
、
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

町
の
民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満

了
（
任
期
3
年
）
に
よ
り
、
平
成
25

年
12
月
1
日
付
け
で
聖
籠
町
の
委
員

23
名
の
方
（
新
任
者
6
名
、
再
任
者

17
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を

　
　
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

生
活
上
の
問
題
な
ど
“
何
か
に
悩
ん

で
い
る
と
き
”
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
委
員
・

　
　
　
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
虐
待
や
い
じ
め
、
不
登

校
、
非
行
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
支
援
が
必
要
な
児
童
と
そ
の
保

護
者
、
妊
産
婦
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
援
助
な

ど
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
の
地
域
活
動
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

児
童
委
員
の
中
に
は
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
し
、
活
動

す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
い
じ
め
や
不

登
校
、
虐
待
や
非
行
、
育
児
不
安
な

ど
子
ど
も
と
親
の
か
か
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
、
児
童
委
員
や
学

校
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

早
期
発
見
や
問
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で

個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

☎
２
７

−

６
５
１
１

長
い
間

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ
り
4

名
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
が
平
成

25
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
い
間
、
住
民
の
一
番
身
近
に
あ

っ
て
献
身
的
な
地
域
の
見
守
り
役
と

し
て
貢
献
く
だ
さ
り
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
退
任
後

も
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
貴
重
な
経

験
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
退
任
者
】

　

※
敬
称
略
、
数
字
は
在
職
年
数

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
宮
尾
良
信
（
蓮　

潟
）
6
年

・
渡
邉
正
則
（
網
代
浜
）
12
年

・
高
崎
則
男
（
亀　

塚
）
6
年

・
渡
邊
浅
行
（
次
第
浜
）
6
年

委嘱された民生委員・児童委員の皆さん
※
山
諏
訪
山
・
山
大
夫
地
区
、
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
現
在
人
選
中
で
す
。

決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
敬
称
略

氏　
名

電　
話

担
当
区
域

相そ
う　
馬ま　
な
を
子こ

２
７‐７
２
３
０
四
ツ
屋
、
道
賀
新
田
、　
上
大
谷
内
、

真
野

赤あ
か　
木ぎ　
厚あ

つ　
子こ

２
７‐
４
５
８
５
丸
潟
、
桃
山

児こ　
玉だ

ま　
康や

す　
夫お

２
７‐７
９
４
５
山
倉
、
苔
沼

市い
ち　
川か

わ　
勝か

つ　
榮え

い

２
７‐
８
１
１
２
本
諏
訪
山
、
本
大
夫
、　
中
の
橋
、

本
三
賀

《
人
選
中
》　　
　

　

山
諏
訪
山
、
山
大
夫

五い

が

ら

し

十
嵐　
信の

ぶ　
博ひ

ろ

２
７‐
４
８
８
５
蓮
潟

長は

谷せ

川が
わ　
早さ　
苗な

え

２
７‐７
７
９
３
蓮
潟
、
蓮
潟
新
田
（
上
）

近こ
ん　
藤ど

う　
尋ひ

ろ　
士し

２
７‐
３
９
１
９
ひ
ば
り
が
丘
、
尾
沢
ケ
丘
、
稲
の
平

圓ま
る　
山や

ま　
昌ま

さ　
晴は

る

２
７‐
８
７
７
４
蓮
野
、
甚
兵
衛
橋

中な
か　
村む

ら　
政ま

さ　
雄お

２
７‐
３
６
６
４
八
幡
、
別
條
、
聖
中
ケ
丘
、
蓮
潟
新

田
（
下
）

田た　
中な

か　
保や

す　
人ひ

と

２
７‐
４
４
６
６
二
本
松

藤ふ
じ　
井い　
清き

よ　
四し

２
７‐
２
５
７
３
山
三
賀
、
東
山
、
正
庵
、
外
畑

加か　
藤と

う　
幸こ

う　
重じ

ゅ
う

２
７‐
４
４
０
５
杉
谷
内
、
大
夫
興
野

手て　
嶋じ

ま　
京き

ょ
う　
子こ

２
７‐
４
３
９
１
藤
寄

皆み
な　
川か

わ　
富と

み　
一い

ち

２
７‐５
９
４
９
旭
ヶ
丘

山や
ま　
田だ　
敏と

し　
夫お

２
７‐７
７
３
３
網
代
浜

渡わ
た　
邊な

べ　
幸こ

う　
明め

い

２
７‐７
７
２
２
網
代
浜

髙た
か　
﨑さ

き　
　
　
清き

よ
し

２
７‐５
０
３
４
亀
塚

渡わ
た　
邊な

べ　
悦え

つ　
子こ

２
７‐
３
８
２
０
亀
塚

田た　
村む

ら　
八や

し

お

四
男

２
７‐
３
０
５
５
次
第
浜

宮み
や　
下し

た　
レ　
ン

２
７‐
３
０
７
３
次
第
浜

平ひ
ら　
野の　
政ま

さ　
要よ

う

２
７‐７
７
１
７
次
第
浜
、
汐
美
台

五い

が

ら

し

十
嵐　
久ひ

さ　
子こ

２
７‐
４
５
７
７
主
任
児
童
委
員

佐さ　
藤と

う　
直な

お　
子こ

２
７‐５
０
３
２
主
任
児
童
委
員
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《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　14日（火）
　午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　８日（水）、22日（水）
　午後１時～４時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　23日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎27－6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　14日（火）午後１時15分～
○３歳児健診
　23日（木）午後１時～
○乳児健診
　24日（金）午後１時15分～
○２歳6ヶ月児親子歯科健診
　27日（月）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　15日（水）午後１時30分～

1 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

１
月

5
日	

消
防
出
初
式

7
日	

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

11
〜
12
日	�

町
イ
チ
・
村
イ
チ
２
０

	

１
４

16
日	

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役

員
会

21
日	

区
長
会
議

22
〜
24
日	  

全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
・
全
国
町
村
会
理
事
会

１月お知らせ号は

お休みします

平成２６年度非常勤職員登録のお知らせ
　　 町の臨時・パート職員募集 　　

　町では、町で働くことを希望される臨時職員及びパートタイム職員
の登録制度を行っています。
　登録された方のうちから、役場業務で臨時職員・パート職員等が必
要の都度雇用いたします。平成 26 年度（平成 26 年 4 月 1 日から）の
募集を行いますのでこの機会にぜひ登録してみませんか！
　登録条件は次のとおりです。
■登録職種

事務職、保育士、看護師、用務員、運転員、介助員、調理師など
■登録の方法

町の指定する履歴書か市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記載
してください。町指定の履歴書は総務課窓口または町ホームページ
から入手できます。

■提出先
役場総務課　総務管理係に提出してください。

■提出期限
平成 26 年 2 月 14 日（金）
提出期限以降はその都度登録します。

■雇用条件
給与・勤務条件などは「聖籠町非常勤職員取扱要綱」によります。

■登録の有効期限
登録の有効期限は 1 年です。

（平成 27 年 2 月 28 日まで有効）
役場総務課　総務管理係（内線 226）
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

農業所得の収支計算は

お済みでしょうか
～申告前の事前相談はお早めに～

　平成 25 年分所得の申告時期が近
づいてきましたが、農業所得の収支
計算はお済みでしょうか。
　税務財政課では、確定申告・住民
税申告期間に先立ち、申告に必要な

「収支内訳書」作成のための事前相
談を受け付けています。
　ご希望の方は、農業収入・経費の
分かるもの（ＪＡの農業所得申告支
援システムを利用される方は、それ
らの成果品も含む）をご用意いただ
き、確定申告期間前のなるべく早い
時期に税務財政課までお越しくださ
い。
　また、混雑緩和などのため、お電
話のうえ、お越しいただきますよう
お願いします。
※減価償却資産を所有されている方

は、前年度の減価償却計算表を忘
れずにご用意ください。
役場税務財政課 税務係 

　（内線 145）

町民課の窓口での

身分証明証等の提示

にご協力ください
　町民課の窓口では、住民票や戸籍
謄本などを請求される町民の方に運
転免許証などの提示を求め、本人確
認をさせていただいております。（※
免許証をお持ちでない方について
は、本人確認ができる保険証、診察
券、カードなど複数の証明書を提示
していただきます。）
　この取り組みは法律で定められて
いるもので、住民票や戸籍謄本など
を本人以外の方が不正に取得するこ
とを防止するために全国の市役所、
町村役場の窓口で行っております。
ご理解ご協力をお願いします。

役場町民課 町民サービス係
　（内線 111）

町の胸部レントゲン検診を受診された方へ
　平成 25 年 10 月 16 日～ 27 日に実施した胸部レントゲン検診
の結果、異常のあった方にはご連絡いたしました。連絡の無か
った方は異常ありませんでしたので、お知らせいたします。

保健福祉課 保健衛生係 保健師  ☎ 27－6511

都市計画素案（地区計画）の
ご意見を求めます

　本町の大字諏訪山地内において、新潟都市計画地区計画の決定
（聖籠町決定）案を作成するにあたって、あらかじめ以下により
計画素案を縦覧し関係者の皆さまのご意見を求めます。
1 都市計画の種類　地区計画（市街化調整区域内）
2 名称　　　　　　役場周辺第１地区　地区計画
3 位置及び区域　　大字諏訪山地内（下図のとおり）
4 計画の内容　　　宅地開発
5 縦覧期間　　　　平成 26 年 1 月 6 日（月）～ 1 月 20 日 ( 月 )
6 縦覧場所　　　　役場ふるさと整備課　
7 意見の提出期限　平成 26 年 1 月 27 日（月）
8 意見を提出することができる方　

　計画区域にある土地
の所有者のほか、以下
の利害関係者となりま
す。
利害関係者
　地上権もしくは賃借
権または登記した先取
特権、質権もしくは抵
当権を有する方および
その土地もしくはこれ
らの権利に関する仮登
記、その土地もしくは
これらの権利に関する
差押えの登記またはそ
の土地に関する買戻し
の特約の登記の登記名
義人

（意見書の用紙は縦覧場所に備えてあります）
　 役場ふるさと整備課（都市計画係）（内線 231）

位置図

新潟都市計画地区計画（聖籠町決定）
役場第１地区 地区計画

計画区域
約0.3ha

町の胸部レントゲン検診を受診された方へ
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後期高齢者医療制度からのお知らせ

後期高齢者医療制度のよくある質問Ｑ＆Ａ
　後期高齢者医療制度について、皆さまから多く寄せられるお問い合わせにつきましてお
答えいたします。

１．75歳になると私の保険はどうなるの？

回答：75 歳の誕生日を迎えると、それまで加入していた国民健康保険などの健康保険から後期高
齢者医療制度に加入します。なお、加入の手続きは必要ありません。
新しい保険証は誕生日の前月 25 日頃にお手元に届くように郵送します。
新しい保険証が使えるのは、75 歳の誕生日からです。

２．保険証を紛失したのですが、どのように再交付を受ければよいのですか？

回答：保険証を紛失・破損した場合には、町民課の窓口で再交付を受けることができます。
再交付を受ける際には、印かん・窓口に来られる方の身分証明書（運転免許証など）が必
要です。

３．コルセットなどの治療用装具の購入費は、保険の対象になりますか？

回答：治療上必要のあるコルセットなどを作ったときにかかった費用については、申請によって
払い戻しが受けられます。
申請の際は、医師の証明書・装具の領収書・本人名義の預金通帳・印かんを持って町民課
の窓口に申請します。あとから、かかった費用の９割（現役並み所得者は 7 割）が払い戻
されます。

例　１割負担の方が、20,000 円のコルセットを購入した場合

医師の指示により、
20,000 円 の コ ル
セットを全額自己
負担で購入

指定口座に
18,000円を入金

購入費用の
9割を払い戻し

必要書類
●医師の証明書　　●装具の領収書
●本人名義の預金通帳　　●印かん

必要書類を用意し、町民課の窓口へ申請

お問い合わせ　　役場町民課 保険係　（内線 117）

４．先月の医療費が高額になったのですが、払い戻しは受けられるのですか？

回答：１か月（同じ月内）に医療機関に支払った医療費の自己負担額が、定められた限度額を超
えた場合には、高額療養費が支給されます。
高額療養費が支給される方には、診療月の約３か月後に新潟県後期高齢者医療広域連合か
ら支給申請案内（初回のみ）が送付されますので、申請書に必要事項を記入し、町民課の
窓口に提出して下さい。

① 広域連合から支給対象となる方に、申請手続きのご案内を郵送いたします。
② 申請書を町民課の窓口へ提出します。
③ 申請手続きをいただいた後、申請をいただいた金融機関の口座へお振り込みいたします。

５．保険料を年金から納めていますが、口座振替に変更できますか？

回答：保険料の納め方は、手続きにより口座振替に変更することができます。
口座振替への変更を希望される場合は、町民課の窓口にお申し出ください。手続きをいた
だくと年金からの納付が中止され、口座振替により納めていただくことになります。

（納付いただく保険料の総額は変わりません）
◎手続きに必要なもの・・・振替口座の預金通帳、通帳の印かん、保険証

社会保険料控除について
納めた保険料額は、所得税や住民税の申告の際に社会保険料控除となります。

●ご注意ください
　ご家族の口座からの納付に変更した場合、世帯全体の所得税や住民税の税額に
　影響が生じる場合があります。

・年金からの納付　………………………… 年金受給者本人に適用
・納付書・口座振替による納付　………… 実際に負担した方に適用

!

２回目以降の申請手続きは不要です。
（初回に申請をいただいた口座へお振り込みいたします）!

町民課窓口
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山倉小学校で
「認知症サポーター養成講座」を行いました

「認知症サポーター養成講座」とは…
　認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく見守る「応援者」を養成することで、認
知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指し、昨年から小学校で行っている講座です。

認知症は高齢になれば誰もがかかる可能性がある病気です。
　全国の認知症有病率調査によると、65 歳以上の認知症者は 439 万人（高齢者の 15%）、ＭＣＩ（正
常と認知症の境界域）は 380 万人（高齢者の 13%）と発表されました。認知症は高齢になれば誰
もがかかる可能性のある病気です。身近にいる人が早く認知症に気付いて、適切な医療と介護サー
ビスにつなげてほしいものです。

　11 月 25 日（月）、山倉小学校５年生を対象に「認知症サポーター養成講座」を行いました。
　まず、子どもたちが高齢者に対してどんなイメージを持っているのかを確認するために、「年を
取ってよいこと、困ること」を考えてもらいました。

　高齢になるとあちこちに病気が出るように、認知症も脳の病気であることを学びました。そのあ
と、認知症になった人の気持ちを体験し、身近に認知症の人がいたらどんなことをしてあげたいか
を考えました。
　子どもたちの多くから「やさしく声をかけてあげたい」「困った時に助けてあげたい」といった
感想があり、気持ちが温かくなりました。

最近　あれ？　と思うことがありますか？
物忘れをする

□同じことを何度も言う・問う・する
□しまい忘れや置き忘れが増え、探し物を
　よくしている
□鍋に火をかけたことを忘れ、鍋をよくこがす
　ようになった
□財布・通帳・衣類など盗まれたと人を疑う

判断力・理解力が衰える
□料理・片づけ・畑仕事・運転などの手順が
　わからなくなりミスが多くなった
□新しいことが覚えられない

時間・場所がわからない
□約束の日時や場所を間違えるようになった
□慣れた道でも迷うようになった

人柄が変わった
□些細なことで怒りっぽくなった
□自分の失敗を人のせいにする

不安感が強い
□外出時に持ち物を何度も確かめる
□「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる
□身だしなみを構わなくなった
□趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった

認知症のご相談・お問い合わせ
聖籠町地域包括支援センター（保健福祉センター内）
☎ ０２５４－２７－６５２１

【年を取ってよいこと】
・のんびりできる
・人にやさしくしてもらえる
・年金がもらえる
・思い出がたくさんある
・1日中テレビを見ていられる
・趣味に専念できる
・孫と一緒に楽しくすごせる

【年を取って困ること】
・病気や寝たきりになりやすい、免
疫力が低下する

・足腰が弱くなる、動きが遅くなる
・物忘れをする
・老化現象（目・耳・歯・髪・しわ・
背がちぢむ・腰が曲がる）

・あと少ししか生きられない
・手助けが必要になる



15　H26.1 広報聖籠

お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟）☎ 27－5141

水道管の凍結にご注意を !!
　１月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口等が凍って水が出なくなったり、
破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビ等の気象情報に注意し、異常低温注意報などが出たときは、凍結事故に気
をつけましょう。

冬期間の水道検針について
お知らせします！

●凍結を防ぐには
　屋外で保温をしていない水道管等は、専用の
保温材か凍結防止ヒーターを取り付けて、凍結
防止を行ってください。
　冷え込みが予想される時は、蛇口から鉛筆の
芯より少し太めに水を出す。
※空き家や長期間留守にする場合は、メーター

ボックス内の止水栓を右に廻して閉め、蛇口
を開けて水抜きをして凍結破損に気をつけて
ください。

●凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍った部分にタオルをか
ぶせ、蛇口の方から 50℃前後の湯をゆっくり
かける。
※熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂

することがあります。
●破裂やヒビ割れしたとき

　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水
を止め、聖籠町指定給水装置工事事業者に修理
を申し込んでください。

※指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事とな
り、凍結による水漏れで水道使用料が増えた時、水道料金の軽減対象とはなりません。注意してくだ
さい。

水漏れ ?と思ったら！（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどう
か確認してください。動いている場合、水漏れしている可能性があります。水漏れしていた場合、聖籠
町指定給水装置工事事業者へ修理をお申込ください。
　各家庭の敷地内にある水道管等の管理は各家庭の責任になります。

　水道メーター検針は、毎月 25 日から月末の間（ 2 月は 23 日から 28 日）
に検針員がお伺いしています。
　メーター検針は「実視検針」が基本ですが、積雪時にメーターボック
スが雪に埋まって実視検針が困難な場合は、前３カ月の平均使用水量を
考慮した「推定検針」となります。実視検針が可能となった場合、推定
検針の精算を行います。
　積雪時はメーターボックス周辺を除雪して頂き、実視検針できるよう
ご協力をお願いします。

　水道メーターボックス周辺の除雪にご協力ください！
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11月の届出

（注）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

山大夫
　土　田　庸

のぶ

　雄
お

 さん
（五十嵐）美

み

　保
ほ

 さん ｝

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

尚
なお

 	ちゃん	（五十嵐陽一）	 聖中ケ丘

ひよ梨
り

 	ちゃん	（坂西　雅博）	 山　倉

華
はな

 	ちゃん	（佐藤　一則）	 東　山

葵
あおい

 	ちゃん	（伊達　恭平）	 苔　沼

栄
え ま

麻 	ちゃん	（新保　裕司）	 杉谷内

蒼
そう

也
や

 	ちゃん	（天城　徹也）	 聖中ケ丘

姫
ひ な

七 	ちゃん	（宮下　甚樹）	 次第浜

美
み う

海 	ちゃん	（大橋　哲也）	 網代浜

	 氏　名	 年齢	 行政区

細　野　勝
かつ

　光
みつ

 さん	（66 歳）	 亀　塚

松　田　ハツミ さん	（82 歳）	 亀　塚

小　林　ヨ　ツ さん	（89 歳）	 次第浜

神　田　由
ゆ み こ

美子 さん	（50 歳）	 蓮　潟

加　藤　千
ち

　里
さと

 さん	（71 歳）	 四ツ屋

相　馬　ノ　ブ さん	（83 歳）	 本大夫

坂　上　　　稔
みのる

 さん	（84 歳）	 二本松

佐　藤　政
まさ

　衛
えい

 さん	（84 歳）	 大夫興野

八　幡　喜
き

　策
さく

 さん	（84 歳）	 大夫興野

伊　藤　安
やす

　榮
えい

 さん	（87 歳）	 蓮　潟

石　田　正
まさ

　一
いち

 さん	（69 歳）	 蓮潟新田

長谷川　トメノ さん	（90 歳）	 亀　塚

　町教育委員会では、今年の４月から町内の小学校、中学校へ入学
する児童・生徒の保護者の皆さまに、入学期日および学校名などを
１月末までに郵送で通知します。
　１月末までに通知書が届かない、また、通知書内容に変更や誤り
がある場合は至急、町教育委員会（学校教育課）へご連絡ください。
☆小学校入学児童
　平成 19 年 4 月 2 日から平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた人
☆中学校入学生徒
　平成 13 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月 1 日までに生まれた人

聖籠町教育委員会（役場学校教育課）内線 302

小・中学校の入学通知書を
お届けします

二本松
　大　谷　直

なお

　樹
き

 さん
（立　川）友

ゆう

　姫
き

 さん ｝
稲の平

　千　葉　智
とも

　徳
のり

 さん
（出　雲）由

ゆ り こ

里子 さん ｝

　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対す
る保護者等の不安を軽減することを目的に、給食用食材の放
射性物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金
曜日）に使用する食材の中から１品目を選定して行います。
再検査となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公
表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

学校給食食材の
放射性物質測定結果

役場学校教育課（内線 305）

検査日 検査品目 生産地

測定結果
放射性
ヨウ素 放射性セシウム

131 134 137

11月7日 もやし 千葉県 不検出 不検出 不検出

11月14日 白菜 群馬県 不検出 不検出 不検出

11月21日 きゅうり 高知県 不検出 不検出 不検出

11月28日 ほうれん草 群馬県 不検出 不検出 不検出

測定場所 新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町３丁目３番２号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材に

より異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のこ

とをいい、この値は測定環境（自然界に存在する大気中の放射線量）、測定条件（時
間重量等）、検査対象品目によって異なります。
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精
神
科
医
に
よ
る「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

精
神
的
な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
お
よ

び
そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、精
神
科

の
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

1
月
28
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

（
相
談
時
間
は
１
組
あ
た
り
約

１
時
間
程
度
）
※
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部 

２
階 

予
診
室
（
受
付
）

（
新
発
田
市
豊
町
３
‐
３
‐
２
）

■
そ
の
他

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
　
新
発
田
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保

健
所
）
地
域
保
健
課

　

☎
０
２
５
４

−

２
６

−

９
１
３
３

企
業
相
談
会

「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
カ
フ
ェ
」

1
月
10
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
～
4
時
00
分

聖
籠
町
役
場　

第
3
会
議
室

（
3
階
）

創
業
や
新
事
業
・
新
市
場
へ
の

展
開
を
検
討
し
て
い
る
企
業

創
業
・
起
業
、新
事
業
展
開
、新

市
場
開
拓
、
新
商
品
開
発
な
ど

■
定
員　
5
社
（
先
着
）

1
月
7
日
（
火
）
ま
で

直
接
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
はE

-m
ail 

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
（
公
財
）
に
い
が

た
産
業
創
造
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

（
公
財
）に
い
が
た
産
業
創
造
機

構（
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
５‐

１
）

☎
０
２
５

−

２
４
６

−

０
０
３
８

FAX
０
２
５

−

２
４
６

−

０
０
３
０

E
-m
ail　

info@
nico.or.jp

高
齢
者
の
よ
ろ
ず
相
談

　

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

の
相
談
日
程
（
１
月
）

■
よ
ろ
ず
相
談

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
00
分
～
午
後
5
時
00

分
（
祝
日
を
除
く
）

■
専
門
家
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
法
律
（
６
、
14
、
20
、
27

日
）
▽
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活

用
（
８
、
22
日
）
▽
税
金
、
介

護
、福
祉
用
具
、住
宅
改
修
（
相

談
日
時
は
、
そ
の
都
度
調
整
。）

い
ず
れ
も
無
料

■
相
談
・
予
約
・

☎
０
２
５

−

２
８
５

−

４
１
６
５

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
‐
２
‐
２

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

お問い合わせ　新潟県総務管理部地域政策課雪対策室　☎025-280-5096（直通）　
　　　　　　　FAX 025-280-5227　E-mail:ngt010130@pref.niigata.lg.jp

http://www.chiiki.pref.niigata.jp/yuki/

 

除雪ボランティア
メンバー募集!

　県内の豪雪地において、高齢者世帯などの除雪作業を手伝う除雪ボ
ランティア「スコップ」のメンバーを募集しています。地域の方との
交流もあります！地域のために力を合わせて活動しませんか？

【登録後の流れ】
①県から活動日程と一緒に参加依頼メールをお送りします。
②参加可能な方は、実施市町村へ参加申し込みをして下さい。
③実施市町村から活動の詳細を連絡します。
④活動参加

※指定された場所までの往復に要する交通費および宿泊代などは
自己負担となります

※屋根雪下ろしなど危険な作業は行いません
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最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
12
月

7
日
（
土
）、
Ｊ
１
リ
ー
グ
最
終

戦
と
な
る
第
34
節
を
名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
と
対
戦
し
ま
し
た
。
３
０

５
０
４
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
に
駆
け
つ
け
、
試
合
を

見
守
り
ま
し
た
。
新
潟
は
こ
こ
ま

で
ホ
ー
ム
8
連
勝
、
リ
ー
グ
４
連

勝
と
強
さ
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

特
に
第
33
節
の
横
浜
F
・
マ
リ
ノ

ス
戦
で
は
ア
ウ
ェ
イ
で
素
晴
ら
し

い
勝
利
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
リ
ノ
ス
は
こ
の
試
合
、
引
き
分

け
以
上
で
優
勝
、
さ
ら
に
こ
の
日

の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
は
6
万
人
を

超
え
る
超
満
員
と
い
う
環
境
で
も

集
中
し
て
戦
い
抜
き
、
2
‐
0
で

勝
ち
点
3
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

勢
い
を
保
ち
臨
ん
だ
ホ
ー
ム
で

の
最
終
戦
。
チ
ー
ム
バ
ス
が
ス
タ

ジ
ア
ム
に
入
る
際
に
は
お
よ
そ
２

５
０
０
人
も
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
入

り
待
ち
を
し
て
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞

し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
も
行
わ
れ

た
こ
の
入
り
待
ち
で
す
が
、
残
留

を
争
っ
て
い
た
昨
年
と
は
違
っ
た

心
境
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大

き
な
声
援
を
受
け
、
選
手
は
ピ
ッ

チ
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
は
15
時
半
。
時
折
、

冷
た
い
雨
の
降
る
中
で
の
ゲ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。
新
潟
の
注
目
す

べ
き
点
と
し
て
は
シ
ー
ズ
ン
途
中

か
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
い

る
選
手
が
い
る
こ
と
。
コ
ン
バ
ー

ト
に
関
し
て
、
柳
下
監
督
は
「
選

手
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
役
割
を
理
解
で
き
て
い
る
か

ら
で
き
る
こ
と
」
と
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
戦
術
理
解
度
の
高
さ
を
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
他
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
役
割
が
わ
か
れ
ば
、

的
確
な
コ
ー
チ
ン
グ
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
」
と
も
話
し
ま
す
。
こ

う
し
た
部
分
も
シ
ー
ズ
ン
を
通
し

て
、
選
手
た
ち
が
成
長
し
た
と
こ

ろ
の
一
つ
で
す
。

　

試
合
は
、
前
半
お
互
い
に
カ
ウ

ン
タ
ー
を
仕
掛
け
る
展
開
と
な
り

ま
し
た
が
、
0
‐
0
で
折
り
返
し

ま
す
。

　

後
半
、
徐
々
に
運
動
量
で
勝
る

新
潟
が
主
導
権
を
握
り
始
め
ま

す
。
そ
し
て
65
分
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

エ
リ
ア
前
で
ボ
ー
ル
を
受
け
た
川

又
選
手
が
振
り
向
き
ざ
ま
に
シ
ュ

ー
ト
！
こ
れ
が
名
古
屋
ゴ
ー
ル
の

ネ
ッ
ト
を
揺
ら

し
、
新
潟
が
先

制
点
を
あ
げ
ま

す
。
川
又
選
手

は
こ
れ
で
リ
ー

グ
23
得
点
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

84
分
に
は
中

盤
で
ボ
ー
ル
を

奪
っ
た
亜
土
夢
選
手
が
そ
の
ま
ま

ド
リ
ブ
ル
で
駆
け
上
が
り
、
一
度

ゴ
ー
ル
前
で
川
又
選
手
へ
ボ
ー
ル

を
預
け
ま
す
が
、
亜
土
夢
選
手
に

リ
タ
ー
ン
パ
ス
。
こ
れ
を
亜
土
夢

選
手
が
決
め
て
、
2
‐
0
と
試
合

を
決
定
づ
け
ま
し
た
。
得
点
王
を

狙
う
川
又
選
手
で
し
た
が
、
チ
ー

ム
の
勝
利
を
優
先
す
る
姿
勢
を
示

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
そ
の
ま
ま
2
‐
0
で
終

了
。
ホ
ー
ム
最
終
戦
を
勝
利
で
終

え
ま
し
た
。
こ
れ
で
ホ
ー
ム
9
連

勝
、
リ
ー
グ
5
連
勝
と
な
り
、
ど

ち
ら
も
ク
ラ
ブ
記
録
を
更
新
し
ま

し
た
。

　

試
合
後
に
は
最
終
戦
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
、
柳
下
監
督
か
ら

は
「
今
シ
ー
ズ
ン
も
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
挨
拶
が

あ
り
、「
１
年
前
は
残
留
争
い
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
堂
々

と
、
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
披

露
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の

声
援
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
選
手
た

ち
が
毎
日
、
一
生
懸
命
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
き
た
証
だ

と
思
い
ま
す
」
と
チ
ー
ム
の
成
長

を
話
し
、
最
後
は
「
こ
の
１
年
は

い
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

我
々
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
来

シ
ー
ズ
ン
は
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム

に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
3
ヶ
月
後
、

皆
さ
ん
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
来
シ
ー
ズ
ン
へ
の
強

い
思
い
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!
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１
年
間
、
温
か
い
ご
声
援
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
年

も
変
わ
ら
ず
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

最
後
の
勇
姿

　

名
古
屋
戦
の
後
半
45
分
、
ス
タ

ン
ド
か
ら
温
か
い
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ピ
ッ
チ
サ
イ
ド
で
交
代

を
待
つ
の
は
、
今
季
で
の
契
約
満

了
が
発
表
さ
れ
て
い
る
内
田
選
手
。

最
後
の
勇
姿
に
注
目
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

新
潟
に
在
籍
す
る
こ
と
7
年
半
。

内
田
選
手
は
多
く
の
選
手
か
ら
慕

わ
れ
、
ピ
ッ
チ
外
で
も
チ
ー
ム
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
選
手
の
１
人

で
し
た
。

　

交
代
と
な
っ
た
三
門
選
手
か
ら

キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
が
巻
か
れ
ま

す
。
そ
の
シ
ー

ン
に
ス
タ
ン
ド

か
ら
再
び
拍
手

が
起
こ
り
ま
し

た
。

　
「
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
7
割

か
ら
8
割
。
で

も
数
分
間
の
出

場
だ
っ
た
の
で
、
大
丈
夫
で
す
」

と
試
合
後
に
話
し
た
内
田
選
手
。

最
近
は
ケ
ガ
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
な
か
な
か
試
合
に
出
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手

と
し
て
の
最
後
の
プ
レ
ー
は
5
分

間
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。「
欲

を
言
え
ば
も
っ
と
長
く
、
あ
の
時

間
を
過
ご
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
少
し
で
も
こ
う
い
う
時
間
を

作
る
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
た
監

督
や
ス
タ
ッ
フ
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
潟
に
拾

わ
れ
て
、
新
潟
の
全
て
の
人
に
支

え
ら
れ
た
7
年
半
。
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」
と
感
謝

を
表
し
た
内
田
選
手
。
試
合
後
も

内
田
選
手
を
呼
ぶ
声
は
止
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

　

1
月
13
日
（
月
・
祝
）
ス
ポ
ア
イ
ラ

ン
ド
聖
籠
に
て
第
2
回
国
際
雪
上
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

は
、
聖
籠
町
が
主
催
し
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
で
携
わ
り
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
運
営
～
カ
ッ
プ
ス
通
信
～
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
日
々
の
練

習
の
様
子
や
試
合
の
情
報
な
ど
を
随
時

更
新
中
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ジ
ャ
ッ
ピ
ー
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
要
チ

ェ
ッ
ク
で
す
!!

【
チ
ー
ム
情
報
】

★
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
チ
ー
ム
）

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
公
式
戦
を
終
え
た
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

チ
ー
ム
は
11
月
25
日
（
月
）
Ｊ
２
に
所

属
す
る
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
自
分
た
ち
で
チ
ャ
ン
ス
を
作

り
、
シ
ュ
ー
ト
ま
で
持
ち
込
む
場
面
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
を
奪
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
守
備
面

で
は
、
攻
め
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
後
半
途
中
ま
で
は
ゴ
ー
ル
前

で
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
2
点
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
2

‐
0
と
敗
れ
ま
し
た
。

　

上
の
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
チ
ー
ム
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
を
す
る
の
は
今

年
最
後
で
し
た
。
試
合
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
練
習
で
し
っ
か
り
と
行
い
、
来
シ

ー
ズ
ン
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

★
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）は
、
11
月

24
日（
日
）に
第
35
回
皇
后
杯
全
日
本
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
1
回
戦
、
清

水
第
八
プ
レ
ア
デ
ス
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
シ
ュ
ー
ト
を
多
く
打
っ
た
も

の
の
、
な
か
な
か
ゴ
ー
ル
に
結
び
つ
か

ず
、
0
‐
0
で
前
半
を
終
え
ま
し
た
。

　

後
半
10
分
坂
口
選
手
が
浮
き
球
を
相

手
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
背
後
へ
落
と
し
、

鳥
海
選
手
が
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
が
先

制
し
ま
す
。

　

後
半
23
分
に
は
、
ま
た
も
坂
口
選
手

か
ら
同
じ
よ
う
な
ボ
ー
ル
が
鳥
海
選
手

に
通
り
、
右
サ
イ
ド
を
突
破
し
、
ゴ
ー

ル
前
に
パ
ス
を
し
た
と
こ
ろ
を
岩
崎
選

手
が
2
点
目
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し

2
点
の
リ
ー
ド
を
得
て
、
落
ち
着
い
た

時
間
に
１
点
を
許
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
2
‐
1
で
勝
利
、
1
回
戦
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

続
く
11
月
30
日（
土
）の
2
回
戦
で
は
、

早
稲
田
大
学
と
対
戦
し
ま
し
た
。
早
稲

田
大
学
は
、
ヤ
ン
グ
な
で
し
こ
こ
と
、

Ｕ
‐
19
日
本
女
子
代
表
経
験
の
あ
る
高

木
ひ
か
り
選
手
や
川
原
奈
央
選
手
が
所

属
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
す
。ま
た
、今
年

度
の
関
東
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

で
優
勝
を
し
て
い
る
強
豪
チ
ー
ム
で
す
。

　

前
半
開
始
早
々
に
失
点
し
、
そ
の
後

は
守
備
に
ば
か
り
集
中
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
隙
を
突
か
れ
再
び
失
点

し
、
前
半
は
0
‐
3
で
折
り
返
し
ま
す
。

後
半
、
勝
ち
上
が
る
為
に
点
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
、
積
極

的
に
得
点
を
狙
い
に
行
き
、
早
稲
田
大

学
ゴ
ー
ル
を
脅
か
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
ま
た
失
点
し
て
し
ま
い
、
0
‐

4
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
の
方
向
性
が
見
え
た
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

Facebook
QRコード



広報聖籠 H26.1　20

認
め
合
い
、
支
え
合
う
社
会
へ

人
権
標
語
で
蓮
野
小
児
童
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た

　

12
月
1
日
（
日
）、
新
発
田
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

人
権
標
語
の
表
彰
式
で
、
蓮
野
小

学
校
6
年
の
岩
渕
大だ
い

夢む

さ
ん
、
同

校
5
年
の
神
田
琉り
ゅ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
新
潟
地
方
法
務

局
新
発
田
支
局
管
内
（
聖
籠
町
、

新
発
田
市
、
胎
内
市
）
の
人
権
擁

護
委
員
で
構
成
さ
れ
る
新
発
田
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
や
み
ん
な
の
思
い
や
り

で
周
り
の
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
ほ

し
い
。」（
岩
渕
さ
ん
）、「
い
じ
め

は
笑
顔
を
な
く
し
て
し
ま
う
か
ら
、

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
じ
め
も
な
く
な
っ
て
欲
し
い
」

（
神
田
さ
ん
）、
と
2
人
は
標
語
に

込
め
た
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

み
ん
な
で
笑
顔
を
増
や
し
て
楽

し
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

笑
顔
は
ね

と
っ
て
も
大
事
な
　
宝
物

蓮
野
小
学
校
５
年　

神
田 

琉り
ゅ
う
の
す
け

之
介

思
い
や
り

笑
顔
の
花
を
　
咲
か
せ
よ
う

蓮
野
小
学
校
６
年　

岩
渕 

大だ
い
夢む

無くそういじめ、
　　　　守ろう笑顔
～ 亀代小学校で「いじめ」を考える
　　　　　　パネルディスカッション ～

　12 月 9 日（月）、３年生から６年生により行わ

れたパネルディスカッション。篠田陽一郎弁護士

を司会、佐藤尚志弁護士をアドバイザーとして迎

え、クラス代表がパネリストとなり進行しました。

　いじめを考えるビデオを見て、いじめられる側

やいじめる側、周りの人の気持ちを考え、どうす

ればいじめをなくせるか意見を出し合った児童た

ち。パネリストのクラス代表だけでなく、他の児

童も積極的に発言しました。

　６年１組代表の髙松大
たい

聖
せい

さんは「悪口を言わな

いようにしたり、みんなで協力したり、友達の中

で暴力を振るわないようにすればいじめがなくな

ると思います」と語ってくれました。

▲３年生から６年生までのクラス代表２名がパネリスト席に座り、
事前にクラスで話し合った意見を出し合いました。

▲発言する髙松大
たい

聖
せい

さん（右から３人目）
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地域の安心をサポートします 新潟アルビレックスBB（男子）と
新潟アルビレックスBBラビッツ

（女子）が町長を表敬訪問

　12 月 10 日（火）、新発田警察署でＪＡＰＡＮサ
ッカーカレッジ（以下、同校）の青パト（※2）出発
式が行われました。
　同校では、自主パトロール組織の防犯パトロー
ル隊を結成しています。このたび、新発田警察署
長から自主防犯活動の委嘱を受け、青パトの標章
を受領しました。
　同校防犯パトロール隊の中村代表は、「今後、
学校近辺や放課後児童クラブの周りなどを巡回し
たい」と、同校学生会長の直

なお

井
い

美
み

咲
さき

さんは「聖籠
町などを安心して安全に暮らせるまちにしたい」
と意気込みを語ってくれました。
　地域の安全安心のため、パトロール活動をよろ
しくお願いします。

※２　青パト…青色回点灯を装備した車を用い、青色回点
　　　　　　　灯を点灯させて行う自主防犯パトロールの
　　　　　　　こと。

　12 月 2 日（月）、新潟アルビレックスＢＢ（以下、
アルビＢＢ）と新潟アルビレックスＢＢラビッツ

（以下、ラビッツ）が町長を表敬訪問しました。
　アルビＢＢは 12 月 15 日現在、bjリーグで４位
につけています。町長が今後の意気込みをきくと、
アルビ BB の平岡富

ふ

士
じ

貴
たか

ＨＣ（※1）は「今年は一番（優
勝）をとりたい」と力強く答えました。
　ラビッツは 12 月 15 日現在、リーグで 8 位につ
けています。町長が 12 月 21 日、22 日に町民会館
で行われる試合への決意を聞くと、星希

の ぞ み

望キャプ
テンは「チャレンジして白星を付けていきたい」
と答えました。
　両チームとも 4 月までシーズンが続きます。両
チームの熱い戦いに応援をよろしくお願いしま
す！

※１　ＨＣ…ヘッドコーチ

▲ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ職員４
名、同校学生会の学生４名が講習を
受け、出発式に参加しました。

　～ ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ
青パト出発式 ～　

▲パトロールに出発！

サーフィン大会 ｅ-夢カップ開催！！
　11 月 23 日（土）、ＮＰＯ法人海レクサポート

せいろう主催のサーフィン大会「ｅ‐夢カップ」

が開催されました。

　大会に参加した選手は、県内外の選手 52 名。

茨城県や千葉県などサーフィンの盛んな地域の選

手も多数参加しました。

　悪天候のため 2 度延期となった同大会。3 度目

の正直となったこの日は天気に恵まれ、波もまず

まずのコンディション。選手たちはレベルの高い

技を次々に披露し、競い合いました。

▶（
写
真
左
か
ら
）
平
岡
Ｈ
Ｃ
、
佐
藤
公き
み

威た
け

キ
ャ
プ
テ
ン
（
以
上
ア
ル
ビ
Ｂ
Ｂ
）、
渡

邊
町
長
、
星
キ
ャ
プ
テ
ン
、
衛え

藤と
う
晃こ
う
平へ
い
Ｈ

Ｃ
（
以
上
ラ
ビ
ッ
ツ
）

▲スペシャルクラスで出場した中
なか

塩
しお

裕
ゆう

貴
き

選手（千葉県、中学３年）。
難度の高い技をくり出し、見事優勝しました。
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み ん な の ひ ろ ば

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

　季節の変わり
目の節日（せち
にち）に供える
食べものを節供

（せちく）とい
います。この後
に、節句といい
習わされたもの
で、行事と食べ
物は切り離せな
いものです。正
月が最も重要
な節句であることから、正月料理を「おせち料理」と呼ぶように
なったようです。
　おせち料理は年神様に供える料理であり、家族の幸せを願う縁
起物でもあります。
　

鮭………………年取魚と言われ、土地で取れる
　　　　　　　一番大きな魚
八つ頭（里芋）…芽がでる。頭（かしら）になることを
　　　　　　　願う。里芋は親芋に小芋がたくさん育
　　　　　　　つことから子孫繁栄
タラ汁…………来年もたら腹
豆………………健康で達者（マメ）に働けるように
昆布……………「喜ぶ」などの縁起物

　写真は、昭和初期の聖籠町の正月のお膳です。お膳内 ( 右上：鮭・
左上：鴨のお平・中央：ひたし豆・右下：豆腐汁 )、お膳外 ( 上：
小煮物 ( 里芋、人参、昆布、ごぼう ) 下：年取納豆 )
　現在のように重箱に詰めることが一般的になったのは第二次大
戦後と言われています。主婦の家事の軽減も考え、保存がきくご
ちそうとして重箱に詰めるようになったようです。
　日本の食文化は、四季などの旬があり、新鮮な山海の幸、美し
い盛り付け、風土や文化と食が密接につながっています。
　世界からも注目され、「和食：伝統的な日本の食文化」は無形
文化遺産として登録が決定しました。この素晴らしい食文化を大
切に次世代へ伝えていきたいものですね。

保健福祉課（保健福祉センター）管理栄養士
　☎ 27−6511

No.21
町の宝で〜す

11月の乳児健診から

小林 芽
い ぶ き

生 ちゃん

五十嵐 琥
こ

汰
た

郎
ろう

 ちゃん

田宮 愛
あ

凛
りん

 ちゃん

奥井 幸
こう

太
た

郎
ろう

 ちゃん

宮下 和
わ く

久 ちゃん

西潟 妃
ひ

織
おり

 ちゃん

大久保 隼
はやと

 ちゃん

大浦 一
かず

真
ま

 ちゃん

佐々木 香
か こ

心 ちゃん

平山 玄
げん

士
し

 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４か
月健診対象乳児を撮影しています。

冨樫 玲
り の

乃 ちゃん 髙澤 新
あら

汰
た

 ちゃん

片野 みなも ちゃん

～お節（おせち）料理の由来～

参考：「聖籠町の食文化をたずねて」



23　H26.1 広報聖籠

み ん な の ひ ろ ば

まおまおさん 7歳 新田さん 12歳とびだせどうぶつの森さん 10歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
。）
住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て

く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望

の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ

い
。
１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受

け
付
け
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、

ツ
バ
メ
ウ
オ
で
す

　

11
月
24
日
（
日
）、
網
代
浜
で
珍
し

い
魚
が
獲
れ
ま
し
た
。

　

網
代
浜
の
渡
邊
義よ
し
え
い栄
さ
ん
（
73
）
が

亀
代
小
学
校
沖
合
い
１
㎞
に
設
置
し
た

網
に
か
か
り
ま
し
た
。
渡
邊
さ
ん
の
話

で
は
、
長
い
漁
業
生
活
で
こ
の
魚
が
取

れ
た
の
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

魚
の
名
前
は
「
ツ
バ
メ
ウ
オ
」。
そ

の
名
の
と
お
り
燕
が
羽
を
広
げ
た
よ
う

な
形
を
し
て
い
ま
す
。
マ
リ
ン
ピ
ア
日

本
海
に
よ
る
と
、「
も
と
も
と
南
方
に

生
息
し
て
い
る
魚
で
、
新
潟
県
沖
で
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
最
近
は
水
温
が
上
が
っ
て
南
に
よ

く
い
る
魚
が
北
上
し
た
の
か
な
」
と
渡

邊
さ
ん
。
ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

緑いっぱい花いっぱい
～亀代こども園が
　花いっぱいコンクールで
　　　　　奨励賞を受賞～

　

　11 月 2 日（土）、亀代こども園が花いっ

ぱい運動で奨励賞を受賞しました。

　あしたの新潟県を創る運動協会の主催で

行われたこのコンクール。県内の幼稚園・

保育園、学校、職場、地域などが多数応募

し、亀代こども園はゴーヤのグリーンカ

ーテンや参観日での親子植栽、四季の花が

次々と咲く植栽などの取り組みが評価され

ました。

　亀代こども園の皆さん、おめでとうござ

います。
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　第44回　新潟県  ジュニア美術展覧会入賞作品
　子どもたちの美の祭典「第 44 回新潟県ジュニア美術展覧会」

（主催：新潟日報社、県教育委員会など）に入賞した町の中学
生 2 名、小学生 15 名（山倉小 1 年 阿部竜也さんの作品は裏
表紙に掲載）の作品をご紹介します。
　大切な校舎、友人や家族との楽しい思い出、のびやかに描
かれたユニークな空想の世界など、作品からは豊かな感性を
感じ取ることができ、見る者を惹きつけます。

巡 回 展
1 月 9 日（木）～ 1 月 14 日（火）　上越市市民プラザ
1 月 21 日（火）～ 1 月 26 日（日）柏崎市ソフィアセンター
2 月 8 日（土）～ 2 月 19 日（水）　県立近代美術館（長岡市）

奨励賞

坂上 龍
りゅうや

也さん
聖籠中学校１年

奨励賞

五十嵐 琥
こ

白
はく

さん
山倉小学校２年

奨励賞

齋藤 慶
けい

雅
が

さん
山倉小学校６年

奨励賞

久保 藤
ふじまる

丸さん
山倉小学校６年

奨励賞

坂井 敦
あつ

紀
き

さん
蓮野小学校１年

奨励賞

石田 匠
たく

磨
ま

さん
山倉小学校３年

奨励賞

小山  遥
はるか

さん
山倉小学校３年

奨励賞

髙橋 綾
あや

夏
か

さん
亀代小学校３年

奨励賞

樋口 ももさん
聖籠中学校３年

奨励賞

土田 一
かずひろ

広さん
山倉小学校６年

奨励賞

藤間 夢
ゆ

叶
な

さん
蓮野小学校２年

奨励賞

長谷川 翔
しょうた

汰さん
山倉小学校２年

奨励賞

真嶋 はるかさん
蓮野小学校６年

奨励賞

犬井 菜
な の は

乃葉さん
山倉小学校３年

奨励賞

佐藤 嘉
か

辰
しん

さん
蓮野小学校２年

奨励賞

長谷川  蒼
そう

さん
山倉小学校３年

、
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第44回　県ジュニア美術展覧会

ホッホー！

 サンタがこども園に

  やってきた！

蓮野こども園

蓮潟こども園

亀代こども園

　12 月 12 日（木）、蓮野こども園で、13 日（金）、
蓮潟・亀代こども園でクリスマス会が行われま
した。
　「リン、リン、リン」と鈴の音とともにこど
も園のクリスマス会にやってきたのは、たくさ
んのプレゼントを抱えたサンタさん。
　その姿をみた子どもたちは大はしゃぎ。サン
タさんから直接プレゼントを受け取り、子ども
たちは目を輝かせていました。
　プレゼントをもらった後は、今度は子どもた
ちがお歌をプレゼント。よい子のみんなに会え
たことをとっても喜んで帰ったサンタさんでし
た。
　次のクリスマス会にも来てください！サンタ
さん！

　新潟日報主催の県ジュニア展で、山倉小学校
1 年の阿部 竜也 さんが優秀賞を受賞しました。
　「赤い鳥とライオン」のお話を題材にしたこ
の作品。赤い鳥と見つめあうライオンの豊かな
表情や色彩が工夫され、生き生きとした作品に

仕上がっています。
　阿部さん、おめでとうございます。
　（その他の入賞作品は 24 ～ 25 ページをご覧
ください。）

優
秀
賞

阿
部 

竜た
つ

也や

さ
ん

　
　
　
　

山
倉
小
学
校
１
年


